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一
般
質
問

復旧・復興市民説明会（小高区中部地区）

今村　裕 議員

市
長
！
い
つ
動
く
の

今
で
し
ょ　

議員のつぶやき
未

任
を
と
っ
て
い
な
い
し
、
国

会
議
員
や
官
僚
の
軽
率
な
発

言
・
行
動
も
看
過
で
き
な
い
。

こ
の
期
に
及
ん
で
、
除
染

し
て
も
放
射
線
量
が
下
が
ら

な
い
所
の
再
除
染
は
や
ら
な

い
と
か
、
福
島
以
外
の
原
発

の
再
稼
働
、
世
界
一
安
全
な

原
発
と
称
し
て
海
外
に
売
り

込
む
等
々
、
国
は
一
体
何
を

考
え
て
い
る
の
か
分
か
ら
な

い
。
市
長
と
し
て
今
後
、
国

や
東
電
に
ど
う
向
き
合
っ
て

い
く
の
か
伺
う
。

問　

住
宅
除
染
の
減
少
率

は
、
屋
根
34
％
、
表
土

50
％
、
壁
や
塀
43
％
と
の

報
道
が
あ
っ
た
が
、
市
は

ど
う
捉
え
て
い
る
の
か
。

答　

市
と
し
て
も
戸
惑
っ

て
い
る
。
単
位
の
違
い
は

あ
る
に
せ
よ
、
誤
解
を
招

か
な
い
よ
う
説
明
す
る
必

要
が
あ
る
。

問　

復
旧
・
復
興
の
完
遂

時
期
は
い
つ
頃
か
。

答　

復
旧
は
震
災
か
ら
概

ね
３
〜
５
年
、
復
興
は
概

ね
10
年
を
想
定
し
て
い
る
。

問　

避
難
指
示
の
本
解
除

と
賠
償
は
切
り
離
し
て
考

え
る
べ
き
、
或
い
は
双
葉

郡
と
同
様
の
扱
い
に
す
べ

き
と
思
う
が
。

答　

賠
償
と
本
解
除
が
リ

ン
ク
さ
れ
る
こ
と
は
あ
っ
て

は
な
ら
な
い
。
復
旧
を
進
め

な
が
ら
も
、
20
㎞
圏
内
に
つ

い
て
は
、
全
く
同
様
の
措
置

に
す
べ
き
と
考
え
る
。

問　

国
や
東
電
の
姿
勢
に

憤
り
を
感
じ
て
い
る
の
は
私

だ
け
で
は
な
い
。
誰
１
人
責

そ
の
他
の
質
問

❶ 

復
旧
・
復
興
の
現
況
と

今
後
の
課
題
に
つ
い
て
。

❷ 

旧
警
戒
区
域
の
期
間
時

期
に
つ
い
て
。

❸ 

東
京
電
力
へ
の
現
状
認

識
に
つ
い
て
。

答　

原
発
被
災
地
の
現
場

も
知
ら
な
い
人
達
が
軽
々

し
く
発
言
し
た
事
で
、
避

難
者
や
市
民
が
不
快
に
思

い
、
か
つ
国
の
不
信
に
つ

な
が
っ
て
い
る
。
国
に

は
、
現
場
を
再
認
識
し
て

頂
き
な
が
ら
、
一
刻
も
早

い
財
政
的
な
措
置
を
求
め

て
い
く
。

質問を終えて
　「私たちは、まるで棄
民だ」の声に一念発起。
物言う政治家として、最
前線で戦います！！

奥村 健郎 議員

南
相
馬
ひ
ば
り
Ｆ
Ｍ
の

南
相
馬
ひ
ば
り
Ｆ
Ｍ
の

活
用
状
況
は

活
用
状
況
は

議員のつぶやき
未

小高区への貸出が始まった防災ラジオ

緒
に
進
め
る
が
、
災
害
Ｆ

Ｍ
と
い
う
こ
と
で
、
危
機

管
理
課
が
主
体
で
あ
る
。

問　

今
後
も
、
賠
償
問
題

や
帰
還
に
向
け
た
取
り
組

み
な
ど
、
市
民
へ
の
さ
ま

ざ
ま
な
情
報
提
供
が
必
要

と
考
え
る
。
臨
時
災
害
Ｆ

Ｍ
は
、
許
可
認
定
が
3
月

で
切
れ
る
が
、
許
可
認
定

延
長
や
今
後
の
運
営
に
関

す
る
予
算
化
等
の
考
え
は

あ
る
の
か
。

答　

災
害
Ｆ
Ｍ
は
、
災
害

情
報
を
市
民
に
提
供
す
る

重
要
な
情
報
源
の
ひ
と
つ

で
あ
る
。
今
後
、
ど
の
よ

う
な
形
態
で
継
続
し
て
行

く
か
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

Ｆ
Ｍ
へ
の
移
行
も
含
め
て

協
議
す
る
。
予
算
化
に
つ

い
て
は
、
今
後
、
考
え
て

い
く
。

問　

本
市
が
、
東
日
本
大

震
災
に
伴
い
開
設
し
た
、

臨
時
災
害
Ｆ
Ｍ
は
、
生
活

関
連
情
報
、
交
通
情
報
、

安
否
情
報
提
供
な
ど
、
市

民
生
活
に
果
た
し
て
き
た

役
割
は
大
き
な
も
の
が
あ

る
。
災
害
時
の
情
報
伝
達

手
段
と
し
て
、
南
相
馬
ひ

ば
り
Ｆ
Ｍ
を
、
本
市
と
し

て
ど
う
捉
え
て
い
る
の
か
。

答　

南
相
馬
ひ
ば
り
Ｆ
Ｍ

の
活
用
に
つ
い
て
は
、
臨

時
災
害
Ｆ
Ｍ
放
送
の
趣
旨

に
基
づ
き
、
災
害
か
ら
の

被
害
軽
減
を
図
る
た
め
、

津
波
警
報
や
気
象
伝
達
手

段
と
し
て
、
防
災
行
政
無

線
を
補
完
す
る
ツ
ー
ル
と

し
て
捕
ら
え
て
い
る
。

　

今
後
は
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
Ｆ
Ｍ
へ
の
移
行
に

つ
い
て
検
討
す
る
。

問　

臨
時
災
害
Ｆ
Ｍ
の
、
主

体
的
担
当
箇
所
は
ど
こ
か
。

答　

事
業
主
体
は
本
市
で

あ
る
。
所
管
課
に
つ
い
て

は
栄
町
商
店
会
の
関
係
も

あ
り
、
商
工
労
政
課
が
一

質問を終えて
　情報伝達の多重防護。
備えあれば憂いなし。
リスナーの声は何よりも
大切な情報源。

そ
の
他
の
質
問

❶ 

地
域
防
災
計
画
の
具
体

的
見
直
し
状
況
は
。

❷ 

情
報
伝
達
の
多
元
的
情

報
ツ
ー
ル
の
考
え
は
。

❸ 

農
地
除
染
の
具
体
的
工

事
手
法
は
。

？！！！！！
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一
般
質
問

渡部 寛一 議員

ヨ
ウ
素
剤
を
全
世
帯
に

ヨ
ウ
素
剤
を
全
世
帯
に

配
備
せ
よ

配
備
せ
よ

議員のつぶやき
未

原子力災害対策指針

事
前
配
布
す
べ
き
だ
。

　

市
民
に
寄
り
添
え
ば
、

南
相
馬
市
独
自
の
判
断
で

事
前
配
布
す
べ
き
だ
。
即

刻
そ
の
予
算
化
を
求
め
る
。

答　

市
で
は
原
子
力
災
害

の
避
難
計
画
を
策
定
中
だ
。

　

ヨ
ウ
素
剤
の
速
や
か
な

配
布
が
困
難
と
想
定
さ
れ

る
こ
と
も
踏
ま
え
て
、
避

難
計
画
と
も
あ
わ
せ
て
検

討
し
て
い
く
。

問　

い
わ
き
市
や
三
春
町

で
は
事
前
配
布
を
す
で
に
実

施
し
て
い
る
。

問　

安
定
ヨ
ウ
素
剤
を
今

す
ぐ
全
世
帯
に
配
備
し
て

く
だ
さ
い
。

　

原
子
力
規
制
委
員
会
は

６
月
５
日
に
原
子
力
災
害

対
策
指
針
を
改
正
し
た
。

新
指
針
で
は
、「
放
射
性
ヨ

ウ
素
に
よ
る
内
部
被
曝
の

お
そ
れ
が
あ
る
場
合
に
は
、

原
発
か
ら
５
㎞
以
内
で
は

市
町
村
が
ヨ
ウ
素
剤
を
準

備
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

５
㎞
外
で
は
、
ヨ
ウ
素
剤

を
配
る
体
制
整
備
を
求
め

る
が
、
市
町
村
が
事
前
配

備
を
必
要
と
判
断
す
る
場

合
に
は
、
住
民
に
事
前
配

布
し
て
も
良
い
。」
と
し
て

い
る
。

　

３
月
12
日
に
小
高
区
役

所
で
全
世
帯
に
ヨ
ウ
素
剤

を
配
布
し
よ
う
と
し
て
も
、

到
底
で
き
得
な
か
っ
た
こ

と
は
、
事
実
を
持
っ
て
明

白
に
な
っ
て
い
る
こ
と
だ
。

　

今
も
第
一
原
発
は
事
故

の
最
中
で
、
緊
急
事
態
が

続
い
て
い
る
。
安
定
ヨ
ウ

素
剤
を
今
す
ぐ
全
世
帯
に

　

24
時
間
以
内
服
用
で
な
い

と
意
味
が
な
い
。
市
長
は
な

ぜ
決
断
で
き
な
い
の
か
。

答　

備
蓄
し
て
い
く
。

問　

備
蓄
で
は
話
に
な
ら

な
い
。
事
前
配
備
を
強
く

求
め
る
。

質問を終えて
　国もようやく事前配布
を認めたのに、市長は市
民ではないほうを見てい
る？

そ
の
他
の
質
問

❶ 

原
発
事
故
賠
償

請
求
の
消
滅
時

効
対
策
を
。

❷ 

旧
警
戒
区
域
の

復
旧
に
市
も
責

任
持
つ
べ
し
。

水井 清光 議員

自
主
自
立
し
た

自
主
自
立
し
た

農
業
長
期
政
策
は

農
業
長
期
政
策
は

議員のつぶやき
未

人
材
育
成
対
策
を
伺
う
。

答　

生
産
の
高
度
化
と
販

売
力
の
強
化
が
一
層
求
め

ら
れ
る
。
県
は
担
い
手
の

農
業
研
修
と
し
て
、
単
身

で
一
年
間
150
万
円
、
夫
婦

で
250
万
円
の
補
助
が
あ
る
。

内
容
は
先
進
の
農
業
法
人

で
生
産
技
術
か
ら
販
売
力

等
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
研
修
し

て
い
た
だ
き
、
担
い
手
の

育
成
に
努
め
て
い
く
。

問　

農
業
の
６
次
化
は
、

農
産
物
に
付
加
価
値
を
付

け
収
入
を
多
く
す
る
と
云

わ
れ
て
い
る
。
６
次
化
の

過
程
で
、
農
業
者
が
単
な

る
材
料
供
給
者
に
な
っ
て

は
な
ら
な
い
と
考
え
る
が

見
解
は
。

答　

６
次
化
に
つ
い
て

は
、
農
産
物
加
工
、
農
家

民
宿
、
直
売
所
や
ネ
ッ
ト

販
売
等
の
直
販
の
取
組
み

に
対
し
支
援
体
制
を
構
築

し
、
利
益
率
の
向
上
に
つ

な
げ
た
い
と
考
え
て
い
る
。

将
来
に
向
け
て
植
物
工
場

や
、
有
機
農
法
、
地
域
連

携
に
よ
る
加
工
品
の
開
発

な
ど
農
産
物
の
高
付
加
価

値
化
を
図
っ
て
い
く
必
要

が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

問　

10
年
後
、
20
年
後
の

市
の
農
業
を
考
え
た
時
、

農
業
者
が
農
業
で
生
活
で

き
る
よ
う
な
、
自
主
自
立

し
た
農
業
経
営
を
目
指
す

べ
き
で
あ
る
が
。

答　

担
い
手
や
農
業
後
継

者
に
集
落
の
農
地
を
集
積

し
、
効
率
性
を
上
げ
る
こ

と
、
基
盤
整
備
に
よ
る
効

率
化
、
生
産
コ
ス
ト
の
引

き
下
げ
、
集
落
営
農
等
の

組
織
化
、法
人
化
の
推
進
、

競
争
力
の
あ
る
品
目
ご
と

の
安
定
生
産
と
拡
大
と
食

の
安
全
安
心
、
地
域
ブ
ラ

ン
ド
化
や
地
産
地
消
の
推

進
を
し
て
行
く
。

問　

農
業
者
の
人
材
育
成

は
最
重
要
課
題
で
あ
る
が
、

質問を終えて
　本市に於いて、農業は
基幹産業であることから
長期展望のもと農業政策
をいかに進めるか。

そ
の
他
の
質
問

❶ 

９
千
514　

の
一
割
の
耕

作
放
棄
地
に
つ
い
て
。

❷ 

市
行
政
運
営
を
株
式
会

社
と
し
た
事
に
つ
い
て
。

❸ 

行
政
の
説
明
力
、
つ
ま

り
営
業
力
に
つ
い
て
。

ha

平成25年度経済部事業の
あらまし


